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「主を喜びとすることこそ、あなたがたの力であるからだ。」ネヘミヤ記 ８章１０節 c 

 

 

教会学校礼拝プログラム  司式：大野祥平 奏楽：南 ゆき子 音響・映像：井上倫太郎、大野祥平 
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献金と感謝の祈り 24-1 

主の祈り 

 

 

 

 

お知らせ 

賛   美  ３６ いまでかけよう 

祝   福  八木浩史 牧師 

後   奏 

  

テーマ 「 神様と仲良くなろう 」 

てんにましますわれらのちちよ ねがわくはみなをあがめさせたまえ 
みくにをきたらせたまえ みこころのてんになるごとく ちにもなさせたまえ 
われらのにちようのかてを きょうもあたえたまえ 
われらにつみをおかすものを われらがゆるすごとく われらのつみをもゆるしたまえ 
われらをこころみにあわせず あくよりすくいたまえ 
くにとちからとさかえとは かぎりなくなんじのものなればなり  アーメン 

 裏面に記載 

「かみのいきよ」 讃美歌 21-348 

「せいれいのかみよ」 リビングプレイズ 77 

天の父なる神様、今朝も礼拝をおささげ出来ますことを感謝いたします。あなたは６日間かけて全

てのいのちを良いものとして造られ祝福し大切にして下さっています。そして、神様の息を吹き込

んでくださり神様とコミュニケーションできることを心から感謝いたします。神様がいつも一緒に

いて下さることをありがとうございます。世界の他のいのちも大切にできますように私にできるこ

とを導いて下さい。この祈りをイエス様のお名前によってお祈りいたします。 アーメン 

 

創世記 2 章 7 節～17 節    旧約聖書ｐ．2 

神様は天地創造の 6 日目に地上で生きる動物たちと人間とを造られました。しかも人間は「自分
のかたち」「似姿」に造られたとのこと。なぜ人間を自分のかたち、似たものとして造られたのでし
ょうか⁈ それは神様にとって特別に大切な存在だからです。 
神様は人間を自分に通じるコミュニケーションできる者として造られました。家族のように、大切

な友達、子どものように愛し喜びを分かち合いたいと思われたからだと思うのです。 
私たちは私たちだけでなく、他の全ての生きるものを神様が造られた良いものとして愛をもって

接していきたいと思います。私たちの内にある神様の息、聖霊により導いて頂き、共に愛に歩む者と
して歩んでいきましょう。 

主なる神は、土の塵で人を形づくり、その鼻に命の息を吹き入れられた。人はこうして生きる

者となった。 創世記２章 7節 

交読詩編（５） 詩編２４より →  ｐ.12 （６） 

神さまの霊をもった泥人形                      井上倫太郎 

ちり 



教会学校の課題 ① 「神の家族」として、調布教会に繋がろう、② 友のために祈ろう、 

③ 災害や戦禍の中にある人々のために祈ろう、④ 調布教会創立 80周年を祝おう。 

今月・来月の予定 

５月 ６月 

３日  ５月のお誕生日会 ７日  ６月のお誕生日会 

１０日  母の日礼拝（合同礼拝）、保護者会 １４日  花の日・子どもの日礼拝 

１７日  ２１日  

２４日 ペンテコステ礼拝（合同礼拝） ２８日  ７月の賛美練習、ね羊さんと御心探索 

本日のお知らせ   

 ・次週５月１０日は合同礼拝です。礼拝後に「保護者会」があります。別紙案内あります。 

・主日礼拝前半の「子ども説教」への出席をお待ちしています。 

・教会に来られない時は、LINEを利用して家庭礼拝をお献げしましょう。  
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